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研究成果の概要 

現代社会において、世論、多くの人々が共有する意見や考えの形成に対して、ソーシャルネットワーキ

ングサービス (SNS) が大きな影響を与えている。SNSの普及に伴い、人々の分極化が進んでいること、

つまり政治的意見などが二極化して人々が排他的になる傾向が進んでいることが指摘され、米国では

社会問題化しつつある (Bail 2021)。SNSの一部の投稿を削除する既存アプローチでは、人々の考えや

行動を変えることはできないため、問題解決は難しいと思われる。本研究では、メゾスコピック世論 

(メゾ世論)という着眼点を導入する。ここでは、SNS上であるトピックに関心を持っている人々から作

られる意見分布をメゾ世論と呼ぶ。人々の意見分布を見ると、多くの人々は興味・関心を持っておらず、

一部の人だけが強い意見を持っていることが多い。しかし私達が目にするのはそのような意見であり、

それが世論を動かす原動力になっている。本研究では、メゾ世論の動的振る舞いを再現する数理モデル

の構築と実データ分析を組み合わせることにより、メゾ世論の形成メカニズムを理解し、そこに直接

的、間接的に働きかける方法を考えるための基盤技術の開発に取り組む。2024年度には、1) SNS上で

人々の意見が分極化する様子を再現する数理モデルの構築、2) SNSデータ(特に短文, 口語のテキスト

データ) を効率的に分析するためのデータ分析技術、の 2点に取り組んだ。特に、2) に関連する予備

的成果については、言語処理学会 (NLP2025) において発表を行った。2025年度には、研究成果を整理

し論文原稿の執筆を進める予定である。 
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